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（議事日程） 

日程第１  報告事項   令和８年第２回区議会定例会一般質問の答弁（ 

要旨）について 

日程第２  報告事項   ＡＩを活用した書籍提案の実証実験への協力に

ついて 

 

資料配付 

・令和８年８月行事予定表 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長    令和８年第１９回目黒区教育委員会定例会を開会します。本

日の欠席委員、欠席職員はいません。署名委員は小枝委員です。 

        それでは、日程第１を議題とします。 

 

（日程第１   令和８年第２回区議会定例会一般質問の答弁（要旨）につ

いて（報告事項）） 

 

○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     地域スポーツ団体との連携について、地域の多様な人材を活

用し、生徒の活動機会を充実させる旨の記載があります。実際

にスポーツの現場を見て感じることは、競技能力の優れた方が

必ずしもよい指導者ではないということです。甲子園に出場す

るようなチームにおけるハラスメントが話題になるなど、スポ

ーツ界にはなおそうした問題が存在しているという認識を持つ

必要があると考えています。また、過去の栄光を背負ったまま、

自分は指導者に向いていると勝手に自覚している方がコーチに

なり、地域スポーツの中で非常に難しい問題になっている例を

多く知っています。もちろんプレーヤーとしても指導者として

も優秀な方は多くいますが、教育委員会の中でもそうした認識

を持った上で今後の施策につなげてほしいと考えています。 

○教育政策課長 委員のお話しにもあったように、部活動の地域展開等を進め

るに当たっては、競技能力に優れているだけの方を指導者とし

て想定するものではなく、学校外での活動となる可能性もある

ことから、部活動を通じて中学校生活を充実させることができ

るような、また、生徒一人ひとりが自らの成長につなげていけ

るような指導を想定しているところです。こうした考え方は、

現状の教職員による指導の根底にあるものであり、部活動の地

域展開等を図っていく際にも、指導者の考え方としてきちんと

引き継いでいくべきものだと考えています。 

○委員     大きな考え方はそれで構わないと思います。各スポーツ団体

においては、資格制度がかなり充実してきており、選手に対す

る考え方やコーチングに対する基本的な考え方が培われていま

す。そのため、こうした資格は、部活動指導者に関する１つの
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指標となり得ると考えています。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

        次に、日程第２を議題とします。 

 

（日程第２   ＡＩを活用した書籍提案の実証実験への協力について（報

告事項）） 

 

○八雲中央図書館長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     ＡＩを活用した検索システムは、非常に便利そうだと思う一

方で、ＡＩの中に蓄積されているデータの範囲や、このシステ

ムを作成している業者の目的は把握しているのでしょうか。本

当に幅広い書籍のデータが入っており、その中から適切に選択

されるシステムであればよいと思いますが、例えば、一部の出

版物が推奨されるような仕組みになっていないか、目黒区の児

童・生徒に適した資料が選ばれるのかといった点については、

確認が必要であると考えています。 

どのような業者が作成し、どのようなことに使おうとしてい

るＡＩシステムなのか、分かる範囲で教えてください。 

○八雲中央図書館長 まず委託事業者は株式会社ヴィアックスであり、八雲中

央図書館と緑が丘図書館の窓口等の業務全般を委託している事

業者です。事業者からは、図書館業務におけるＡＩ利用の可能

性について、様々なアイデアを探っている状況と聞いています。

今回の目黒区での実証実験については、資料相談カウンターに

おける人による対応に加え、漠然としたキーワード入力等の曖

昧な要望をＡＩが受け付けることで、サービスの幅を広げるこ

とができるかの検証を目的としていると聞いています。 

        また、ＡＩが提案する書籍については、目黒区立図書館の所

蔵資料から選定されるため、世間に流通しているものの中から

恣意的に選定されるということではありません。また、目黒区

立図書館の資料は、職員が選定して購入しているものであり、

極端に偏った資料は置いていません。さらに、紹介する書籍は、

図書館が所蔵しているデータに基づき決定し、ＡＩが架空の本

を捏造することはない設計となっているため、区として今回の

実証実験に協力していきたいと考えているところです。 
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○委員     そのような状況であれば、実証実験自体はよいと思います。

ただし、利用者任せにするのではなく、職員においてもＡＩに

よる検索結果が適切なものとなっているか、適宜試しながら十

分に確認していただきたいと思います。 

○委員     このシステムは非常によいと思いますが、実証実験という位

置づけについては曖昧さもあると感じています。実証実験に協

力することで、今後のシステム導入につなげていくという側面

もあるかと思いますが、そのあたりは事業者とどのように整理

されていますでしょうか。 

○八雲中央図書館長 今回のＡＩを活用した書籍提案については、実証実験の

実績はあるが、まだ正式に導入している自治体はないと事業者

から聞いています。目黒区としても、まずは協力ということで

考えており、現時点で具体的にいつから本格導入するかといっ

たことはまだ考えていないところです。今後、アンケートも予

定しているため、利用者の感想なども踏まえながら改めて検討

していきたいと考えています。 

○委員     実証実験に協力する以上、区にとっても何らかのメリットが

得られるよう、事業者と十分に協議していただきたいと思いま

す。貴重な財源ですので、そのあたりのところはよくお話いた

だきたいと思います。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

 

 

 資料配付 

 ・令和８年８月行事予定表 

 

 

 

○教育長    その他なにかありますか。 

        特にないようですので、以上で本日の定例会を閉会します。 

 

（午前９時５６分閉会） 

 

 


